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〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪

法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を 

 

調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

1989 年 5 月 8 日第三種郵便物認可  2021 年 7 月 15 日 不屈 No565 付録（毎月 15 日発行） (4) 

 

「不屈」No565 付録 
埼玉版 （No393） 

 
治安維持法犠牲者 

 国家賠償要求同盟    
  埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話：FAX048-824-0094 

振替 00110-7-83245 

 

 

 

「
高
齢
者
医
療
費
２
倍

化
法
」
が
参
院
本
会
議
で
、

自
民
・
公
明
両
党
な
ど
の

賛
成
多
数
で
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。
75
歳
以
上
の 

医
療
費
窓
口
負
担
に
初
め
て
２
割
負
担

を
導
入
す
る
法
律
で
す
▼
慢
性
的
に
病

気
を
抱
え
る
高
齢
者
の
受
診
行
動
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
危
険
が
国
会
論
戦
で

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

成
立
を
強
行
し
た
菅
義
偉
政
権
の
姿
勢

は
重
大
で
す
。
一
方
、
負
担
増
の
実
施
は

早
く
て
も
２
０
２
２
年
10
月
以
降
で
す
。

国
民
が「
ノ
ー
」
の
声
を
上
げ
れ
ば
ス
ト
ッ

プ
で
き
ま
す
▼
秋
ま
で
に
あ
る
総
選
挙

で
菅
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
、
政
権

交
代
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
尽
力
し

て
い
る
地
域
の
医
療
体
制
を
掘
り
崩
す

「
病
床
削
減
推
進
法
」
を
発
動
さ
せ
な
い

た
た
か
い
も
急
務
で
す
▼
東
京
都
の
小

池
百
合
子
知
事
が
推
進
す
る
都
立
病

院
・
公
社
病
院
の
独
立
行
政
化
は
同
法

と
軌
を
一
に
し
た
動
き
で
す
。
東
京
都

議
選
で
、
小
池
都
政
を
支
え
る
自
民
、

公
明
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
に
審
判
を
下

し
、
日
本
共
産
党
を
躍
進
さ
せ
る
こ
と

が
、
都
民
の
命
と
健
康
を
守
る
力
で
あ

り
、
野
党
連
立
政
権
を
実
現
す
る
道
で

す
。
力
を
合
わ
せ
て
、
政
治
を
変
え
る
た

め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
裕
） 

   
 

１
、
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

県
本
部
の
２
０
２
０
年
度
の
決
算
結

果
は
、
８
月
の
総
会
で
報
告
し
ま
す
が
、

お
陰
様
で
会
費
、
募
金
と
も
前
進
し
、

黒
字
財
政
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
（
２

０
２
０
年
度
）
の
会
費
納
入
は
、
年
初
め

か
ら
納
入
を
お
願
い
し
、
既
に
３
割
の

方
が
納
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
全
会

員
の
方
の
納
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
諸
事
情
で
長
期
未
納
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。 

２
、
夏
期
募
金
の
お
願
い 

同
盟
の「
活
動
募
金
」
は
、
夏
期
と
年

末
の
２
回
取
り
組
み
、
昨
年
度
の
決
算

報
告
で
は
、
収
入
額
の
36.

２
％
を
占
め

県
本
部
財
政
の
主
要
な
収
入
源
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
口
１
０
０
０
円
の
規
模
の

募
金
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

３
、
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と

も
」
製
作
・
協
賛
募
金
の
お
願
い 

埼
玉
の
国
賠
同
盟
も「
上
映
支
援
推

進
実
行
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
本
格

的
な
活
動
も
始
め
て
参
り
ま
す
が
、
い

ま
は
、「
製
作
資
金
集
め
」
に
力
を
注
ぐ

必
要
が
あ
り
、
先
ず
、
埼
玉
県
の
国
賠

同
盟
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
一
口
１
０
０
０

円
の「
製
作
協
力
募
金
」
を
訴
え
る
事
に 

し
ま
し
た
。 

２
口
、
５
口
、
10
口
と

積
極
的
に
応
え
て
下
さ
る
様
お
願
い

致
し
ま
す
。 

       

                 

【
個
人
署
名
】 

藤
田 

悦
子 

 

ふ
じ
み
野
市      

25
筆 

矢
島 

孝
一 

 

本
庄
市 

 
 

 
    

63
筆 

和
田
日
出
子 

 

上
尾
市        

 

15
筆 

片
田 

操 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

 

90
筆 

野
口 

純
子 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

 

10
筆 

篠
田 

健
一 

 

東
松
山
市 

 
 

 
 

25
筆 

笠
原 

慶
一 

 

さ
い
た
ま
市
北
区 

 

10
筆 

佐
々
木
慶
子 

宮
代
町  

 
 

 
 

 
 

15
筆 

高
田 

俊
雄 

 

富
士
見
市      

 
 

８
筆 

共
産
党
埼
玉
東
部
北
地
区
委
員
会 

 

15
筆 

署
名
合
計 

個
人
署
名 

 

２
７
６
筆 

   

栗
原 

和
子 

 
 

 

行
田
市 

海
老
原
直
矢 

 
 

 

上
尾
市 

「
安
倍
政
権
以
上
に
〝
怖
い
政
治
〟
を

進
め
る
菅
政
権
」
の
実
態
を
知
ら
せ
な

が
ら
〝
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ

な
い
〟「
国
賠
署
名
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
来
年
５
月
の「
国
会
請
願
」ま
で

に
念
願
の
１
万
筆
達
成
を
め
ざ
し
、
新

た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
２
頁
に
、
署
名
の
最
終
結
果
を
掲
載
） 

本
紙
「
号
外
」
が
報
道
し
て
い
る
よ
う

に
、
５
月
12
日
に
行
っ
た「
国
会
請
願
行

動
」
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
紹
介
議
員

は
前
年
度
よ
り
３
名
増
え
衆
参
両
院
で

１
２
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
関
係

は
、
７
名
の
議
員
に
署
名
を
届
け
ま
し

た
が
、
紹
介
議
員
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
方

は
、
昨
年
と
同
じ
５
名
（
立
憲
：
小
宮
山

泰
子
、
高
木
錬
太
郎
、
山
川
百
合
子
、

共
産
：
塩
川
鉄
也
、
伊
藤
岳
）
で
し
た
。 

２
０
２
０
年
度
の
埼
玉
の
署
名
の
取
り

組
み
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
大
変

頑
張
り
ま
し
た
。「
請
願
行
動
日
」
前
の

１
ヵ
月
で
２
千
筆
近
く
を
一
気
に
伸
ば

し
て
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
昨
年
と
ほ
ぼ

同
じ
、
個
人
署
名
６
２
２
７
筆
、
団
体
署

名
１
３
５
筆
で
、
合
計
６
３
６
２
筆
と
な

り
目
標
比
62.

１
％
ま
で
到
達
し
ま
し

た
。
全
国
は
、
前
年
比
約
３
万
筆
減
し
、 

10
万
８
９
１
４
筆
（
28.

８
％
）
で
、
埼
玉

は
、
東
京
、
北
海
道
、
山
形
、
長
野
に
次

ぐ
５
番
目
の
署
名
数
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
署
名
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・

縮
小
す
る
中
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、

支
部
が
団
体
へ
の
き
め
細
か
い
署
名
の
申

込
活
動
や
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
て
署
名

を
訴
え
る
な
ど
新
し
い
活
動
も
生
ま
れ
、

県
内
の
土
建
、
各
労
組
、
新
婦
人
、
共
産

党
な
ど
諸
団
体
の
方
々
の
取
り
組
み
が

例
年
以
上
に
広
が
り
、
頑
張
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

〝
会
員
１
人
10
筆
、
20
筆
運
動
〟
の
提

起
に
応
え
て
下
さ
る
会
員
の
方
が
た
く
さ

ん
生
ま
れ
ま
し
た
。 

菅
政
権
が
誕
生
し
て
10
ヶ
月
・
・
・
。
戦
争

中
の「
要
塞
地
帯
法
」
を
彷
彿
さ
せ
る「
土

地
利
用
規
制
法
」
を
強
行
採
決
す
る
な
ど 

第
56
回
県
本
部
総
会
の
開
催 

日
時
： 

８
月
25
日
（
水
）
14
時
～ 

場
所
： 

浦
和
コ
ミ
セ
ン
第
15
集
会
室 

 
 

議
題
： 

①
２
０
２
０
年
度
活
動
総
括 

②
２
０
２
１
年
度
活
動
方
針 

➂
決
算
報
告
と
財
政
方
針 

④
県
本
部
役
員
選
出 

⑤
そ
の
他 

＊
参
加
者
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す 

    

埼
玉
は
「
署
名
」
頑
張
っ
て
６
３
６
２
筆
に
到
達
、
紹
介
議
員
は
５
名
で
し
た 

来
年
の
「
国
会
請
願
」
め
ざ
し
、
念
願
の
１
万
筆
実
現
に
出
足
早
い
取
組
を…

 

映
画「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」製

作
・上
映
埼
玉
実
行
委
員
会
開
く 

 
 

埼
玉
、
上
映
債
権
６
口
に
到
達 

６
月
25
日
、
第
３
回
「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
」
製
作
・
上
映
支
援
推

進
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
冒
頭
、

全
国
の
取
組
状
況
と
、
埼
玉
に
お
け

る
取
組
の
経
過
、
到
達
状
況
等
が
報

告
さ
れ
、
最
近
、
川
口
の
会
員
の
奮

闘
で
上
映
債
権
１
口
10
万
円
を
達

成
。
此
れ
で
、
埼
玉
県
の
債
権
が
合

計
６
口
に
到
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

口
千
円
の「
製
作
・
上
映
協
賛
募
金
」

運
動
が
提
起
さ
れ
、「
募
金
袋
」
や

募
金
者
が
映
画
完
成
後
、
県
内
で
の

上
映
の
際
、
鑑 

賞
出
来
る「
製
作 

協
力
券
」
も
出 

来
て
大
変
取
組 

し
易
く
な
っ
た
。 

既
に
会
員
か
ら 

は「
連
日
の
様
に 

振
込
が
始
ま
っ 

て
い
る
」
な
ど
の 

報
告
が
あ
り
ま 

し
た
。
更
に
、
運 

動
を
広
げ
る
た 

め
に
各
団
体
へ 

の
申
入
れ
を
す 

る
こ
と
を
決
め 

ま
し
た
。 

                       

   
 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

会
費
納
入
と
夏
期
募
金
、
そ
し
て
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る 

と
も―

伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
制
作
・
協
賛
募
金
の
お
願
い 

 

春
日
部
支
部
、
岩
槻
支
部
、
ふ
じ
み
野
支
部
、

村
田
と
き
子
、
金
子
隆
之
、
新
祖
章
、
原
田
隆

子
、
伊
藤
初
美
、
松
高
良
彦
、
伊
藤
久
子
、
浅

見
常
好
、
犬
木
茂
好
、
金
子
信
男
、
増
子
典

男
、
松
川
康
子
、
小
川
始
、
後
藤
晴
雄
、
秋
山

文
和
、
宮
地
さ
か
枝
、
新
井
巧
、
大
金
正
三
、

角
田
晃
信
、
阿
部
弘
明
、
関
口
昌
男
、
河
村
勝

子
、
福
田
紀
子
・
靖
、
木
村
邦
三
、
大
山
茂
樹
、

阿
部 

勝
、
和
田
義
盛
、
小
池
荘
市
・
三
枝
子 

 
(

敬
称
略
、
資
料
は
す
べ
て
６
月
末
現
在
で
す) 

keisyo
uryaku

  

夏
期
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

６
月
14
日
付
で
、
会
長
名
で
全
会
員
へ

お
出
し
し
た「
財
政
の
訴
え
」の
中
で
、
担

当
者
（
小
池
）
の
連
絡
先
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
の

番
号
が
間
違
え
て
い
ま
し
た
。 

０
４
８-

６
６
５-

４
８
６
５
に
訂
正
し
ま
す 

 

会
長
の
「
財
政
の
訴
え
」
に
、
連

日
の
様
に
振
込
が
は
じ
ま
る
！ 

６
月
14
日
、
支
部
に
所
属
し
て
い

な
い
約
１
５
０
人
の
会
員
の
皆
様
に

「
振
込
用
紙
」
を
入
れ
て「
財
政
の
お

願
い
」
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
６
月
末
現

在
で
、
既
に
50
名
を
超
す
方
か
ら
の

会
費
・
募
金
の
送
金
が
相
次
ぎ
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
夏
期
募
金
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
例
年
の
様
に

「
不
屈
」
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
映
画
の
製
作
協
賛
募
金
」
を
寄
せ

ら
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は「
不
屈
」

に
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
後
日
、
埼

玉
県
本
部
が
作
成
し
た「
製
作
協
力

券
」
（
下
の
写
真
参
照
）
を
お
送
り
致

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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県名 署名数 到達率 前年比 

茨城 209 32.2 ▲194 

栃木 50 4.5 ▲210 

群馬 501 45.5 ▲101 

埼玉 6362 62.1 ▲410 

千葉 2981 48.1 325 

東京 9746 19.1 ▲10129 

神奈川 1591 15.8 ▲807 

山梨 2065 65.6 152 

全国計 108914 28.8 ▲31965 
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こ
の
時
の
嬉
し
さ
は
私
の
一
生

の
う
ち
で
一
番
の
嬉
し
さ
だ
と
今

で
も
思
っ
て
い
る
。
母
が
慌
て
て

「
飛
行
機
は
ま
だ
知
ら
な
い
か
ら

危
な
い
よ
」と
。 

 

戦
争
は
終
わ
っ
た
。
で
も
上
野
の

従
姉
は
焼
夷
弾
で
死
に
、
四
谷
に

一
人
残
っ
た
祖
父
は
防
火
用
水
の

水
で
ぬ
ら
し
た
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
、

空
襲
の
中
、
川
崎
の
叔
父
の
家
ま

で
逃
げ
て
い
た
。
従
姉
の
お
骨
を

拾
い
お
菓
子
の
缶
に
入
れ
て
持
っ

て
き
た
。
伯
母
が「
幸
ち
ゃ
ん
が
こ

ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
っ
た
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

⑩ 

過
労
と
栄
養
失
調
で 

９
月
か
ら
２
学
期
が
始
ま
っ
た

が
私
は
過
労
と
栄
養
失
調
で
学
校

へ
行
け
な
か
っ
た
。 

東
京
か
ら
持
っ
て
き
た
着
物
を

お
芋
に
変
え
て
も
ら
っ
た
り
、
田

圃
の
タ
ニ
シ
や
野
草
を
食
べ
た
り
。

そ
し
て
と
う
と
う
寝
た
き
り
の
毎

日
に
。
あ
る
晩
私
は
と
て
も
良
い

気
持
に
。
そ
れ
ま
で
だ
る
く
て
辛

く
て
仕
方
な
か
っ
た
の
に
・
・・
。 

 

 

私
の
戦
争
体
験 

第
５
回 

絵
と
文 

 
 

長
澤 

志
保
子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｑ 

今
国
会
で
成
立
し
た「
土
地
利
用
規
制
法
」
が
な

ぜ
危
険
な
の
か
教
え
て
下
さ
い
（
さ
い
た
ま
市
Ｍ
さ
ん
） 

 

Ａ 

米
軍
や
自
衛
隊
の
基
地
周
辺
に
暮
ら
す
住
民
の

個
人
情
報
を
調
査
し
、
土
地
・
建
物
の
利
用
を
制
限
す

る
土
地
利
用
規
制
法
が
先
の
通
常
国
会
で
強
行
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
本
法
案
は
、
土
地
や
建
物
の
利
用
状
況

調
査
を
名
目
に
幅
広
い
市
民
監
視
を
可
能
に
す
る
危

険
な
法
律
で
す
。
防
衛
省
が
最
近
行
っ
た
自
衛
隊
と
米

軍
の
約
６
５
０
施
設
に
隣
接
す
る
土
地
調
査
で
、
全
国

７
万
８
９
２
０
人
が
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

そ
の
内
、
埼
玉
県
の
空
自
入
間
基
地
等
が
全
国
最
高

の
３
６
２
０
件
あ
っ
た
事
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
本
法
律

で
更
に
膨
大
な
国
民
が
監
視
下
に
置
か
れ
る
の
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
民
党
の
杉
田
水
脈
議
員

が
衆
院
内
閣
委
員
会
の
審
議
で「
反
対
運
動
の
人
た
ち

の
食
べ
た
弁
当
の
殻
が
基
地
に
舞
い
込
む
か
も
し
れ
な

い
」
な
ど
と
発
言
し
、
沖
縄
の
辺
野
古
基
地
反
対
運
動

を
同
法
で
取
り
締
ま
る
よ
う
促
し
た
こ
と
は
、
こ
の
法

律
が
、
平
和
と
人
権
を
求
め
て
闘
う
国
民
を
敵
視
し
、

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る「
財
産
権
と
自
由
・
人
権
」
を

侵
害
す
る
違
憲
立
法
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
す
。
戦
前

は
、
要
塞
地
帯
法
や
治
安
維
持
法
、
軍
機
保
護
法
な

ど
が
制
定
さ
れ
、
基
地
な
ど
を
撮
影
・
模
写
し
た
だ
け

で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。「
国
賠
同
盟
」
は
、
国
民
が
弾
圧

さ
れ
、
戦
争
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
た
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
為
に
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
決
意
で
す
。
（
池
） 

   

                          

 

短  

歌 

人
間
の
尊
厳
無
視
し
五
輪
強
行
か
無
謀
な

政
治
に
慄
然
と
す
る 

定
ま
ら
ぬ
春
の
天
候
も
耐
え
抜
い
て 

ド
ク
ダ
ミ
の
花
に
癒
さ
れ
て
い
る 

川
口
市 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

夏
至
来
る「
平
和
俳
句
」
詠
む
と
き
ぞ 

 

行
田
市 

 

大
野 

辰
男 

オ
リ
パ
ラ
が
崩
れ
て
黒
し
夏
の
雲 

戦
前
に
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
夏
闘
う
街 

さ
い
た
ま
市 

小
池  

荘
市 

川 

柳 

物
云
え
ば
唇
寒
し
専
門
家 

給
付
金
騙
す
キ
ャ
リ
ア
や
国
腐
敗 

春
日
部
市 

福
家 

駿
吉 

 

【
係
か
ら
の
お
知
ら
せ
】   

文
芸
欄
へ
の
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。 

毎
月
25
日
ま
で
に「
県
本
部
ま
で
」お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

メ
ー
ル
の
方to

ro
ko

ike@
yahoo

.co
.jp

小
池
ま
で  

⑨ 
 
 

終
戦 

 

８
月
15
日 

 
 

お
昼
の
12
時
に
ラ
ジ
オ
か
ら
「
耐

え
が
た
き
を
耐
え
忍
び
が
た
き
を

忍
び…

」
ぼ
そ
ぼ
そ
と
聞
こ
え
る
。

母
が
大
き
な
声
で「
戦
争
が
終
わ
っ

た
よ
っ
！
」
私
は
思
わ
ず
空
に
向
か

っ
て
両
手
を
広
げ
た
。
雲
一
つ
な
い

真
っ
青
な
空
だ
っ
た
。 

 

私
は
う
っ
と
り
と
目
を
開
け
る
。

沢
山
の
綺
麗
な
蝋
燭
の
灯
に
囲
ま

れ
て
。
そ
の
周
り
に
は
兄
弟
や
近
所

の
人
が
心
配
そ
う
に
私
を
見
て
い

る
。「
私
は
こ
ん
な
に
い
い
気
持
ち
な

の
に…

ど
う
し
て
・
・
・
」 

フ
ッ
と
意

識
が
途
絶
え
ま
し
た
。 

雨
の
中
、
市
原
ま
で
母
と
知
人

が
リ
ヤ
カ
ー
で
迎
え
に
行
っ
た
医
者

の
応
急
処
置
で
命
を
取
り
留
め
ま

し
た
。
大
事
な
命
で
す
。
あ
の
快
い

気
持
ち
は
臨
死
体
験
だ
っ
た
の
か
と

後
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。
（続
く
） 

が
、
批
准
国
50
ヵ
国
を
達
成
し
て
今
年
１
月
に
発
行
し
た
。

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
76
年
、
１
９
５
４
年
の
ビ
キ

ニ
事
件
か
ら
６
７
年
、
そ
し
て
１
９
５
５
年
の
原
水
協
の
発
足

か
ら
66
年
。
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
の
運
動
が
や
っ
と
か
た

ち
に
な
っ
た
。
不
屈
に
た
た
か
い
抜
い
た
被
爆
者
と
そ
の
支
援

者
の
み
な
さ
ん
の
努
力
に
は
頭
が
下
が
る
。 

不
屈
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
と
考
え
る
。
屈
し
な
い
こ
と
。
で

は
、
何
に
屈
し
な
い
の
か
。
権
力
に
屈
し
な
い
、
理
不
尽
な
暴

力
や
威
嚇
に
も
屈
し
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
い
ち
ば
ん
の
強
敵

は
時
間
だ
ろ
う
か
。
10
年
、
40
年
、
70
年
間
の
時
間
の
流

れ
の
な
か
で
ひ
と
つ
の
願
い
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
の
困
難
。

時
間
は
非
情
に
も
あ
き
ら
め
と
い
う
選
択
肢
を
運
ん
で
く

る
。
そ
の
圧
力
に
耐
え
抜
く
と
い
う
こ
と
。
ひ
と
り
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
願
い
を
継
ぐ
ひ
と
た
ち

に
託
し
な
が
ら
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
だ
な
か
で
は
あ
る
が
、
２
０
２
１
年
の
上
半

期
は
、
不
屈
の
た
た
か
い
が
か
た
ち
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
た
た

か
い
は
こ
こ
か
ら
、
た
た
か
い
は
今
か
ら
。
頑
張
ろ
う
。 

 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
、
最
高
裁
が
国
の
賠
償
責
任
を

認
め
る
初
の
統
一
判
断
を
示
し
、
菅
首
相
が
謝
罪
し
、
厚

労
相
は
原
告
団
・
弁
護
団
と
の
和
解
基
本
合
意
書
に
調
印

し
た
。
提
訴
か
ら
13
年
。
そ
の
間
に
亡
く
な
っ
た
方
も
数

多
い
。
裁
判
に
訴
え
な
け
れ
ば
救
済
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う

怒
り
は
あ
る
が
、
た
た
か
い
続
け
た
原
告
団
と
弁
護
団
、

そ
し
て
支
援
者
の
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
。 

小
学
校
の
35
人
学
級
が
実
現
し
た
。
運
動
を
担
っ
た
教

職
員
組
合
の
み
な
さ
ん
、
父
母
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
。
私
学
を
中
心
に
高
校
生
も
運
動
を
担
っ
て
く
れ
た
、

あ
り
が
と
う
。
１
９
８
０
年
に
40
人
学
級
が
実
現
し
て
か

ら
40
年
。
こ
れ
は
私
の
教
員
と
し
て
の
経
歴
よ
り
も
長
い
。 

２
０
１
７
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約 

私も
一言 

『
不
屈
』
と
い
う
こ
と 

 
 

日
本
国
民
救
援
会 

埼
玉
県
本
部
会
長 

 

伊
藤 

稔
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日
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議
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政
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小
沢 

隆
一 

戦
前
の
も
う
一
つ
の
学
術
統
制
・ 

学
問
動
員 

 
 
 
 
 

荻
野
富
士
夫 

秩
父
事
件
と
女
性
た
ち 

鈴
木
義
治 
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